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10. 田中義正、藤原雄介: 中国における医療イノベーション: アレルギーの臨床 39 (5): 36-44 (2019). 

11. 田中義正: 本庶佑先生のノーベル生理学・医学賞受賞に寄せて: MEDURA NEWS LETTER 12: 3-11 (2019). 

12. 田中義正、湊長博: PD-1 を標的としたがん免疫療法の発見: JSI Newsletter 27 (2):8 (2019). 

13. 田中義正: 医農連携：デキストラン: アグリバイオ 3 (3): 70-79 (2019). 

14. 田中義正、湊 長博: PD-1 免疫チェックポイント阻害剤とがん免疫治療－アカデミア創薬の役割: 学術の動向 2: 

8-12 (2019). 

15. 田中義正: 本庶佑先生のノーベル賞受賞に寄せて: プレシジョンメディシン 2 (2): 196-202 (2019). 

16. 田中義正、藤原雄介: 地域包括ケアシステムとソーシャル・イノベーション: 地域ケアリング 21 (2): 92-98 (2019). 

17. 田中義正: 海洋生物と創薬: アグリバイオ 3 (1): 84-93 (2019). 

18. 田中義正: PD-1 免疫チェックポイント阻害剤と併用療法: 細胞 51 (1): 37-43 (2019). 

19. 荒木智徳、佐々木由香、小野寺貴恵、園田悠紀、鳥谷直紀、石飛俊介、今道祥二、高木正稔、益谷美都子，BIO Clinica，

34(9)：69-76，北隆館，2019 

B-d 
1. 大滝大樹：分子動力学計算によるアミロイド凝集様態の理論的解析，東京大学情報基盤センター スーパーコンピ

ューティングニュース 21, Special Issue 1: 47-53, 2019 

2. 吉崎和幸, 岡本真一郎、水木満佐央, 青木定夫, 川端 浩, 正木康史, 中村栄男, 小島 勝, 矢野真吾, 川上 純, 宇野賀

津子, 石垣靖人, 井出 眞, （以下、研究協力者：生島壮一郎, 上田恭典, 川野充弘, 鬼頭昭彦, 黒瀬 望, 古賀智裕, 小

島俊行, 瀬戸口京吾, 高井和江, 塚本憲史, 角田慎一郎, 徳嶺進洋, 中世古知昭, 西田純幸, 藤原 寛, 松井祥子, 三浦

勝浩, 水谷 実, 村山真一, 山本 洋, 吉藤 元）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、

TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚

生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度総括研究報告書. 2019 年 3 月 

3. 川上 純, 宇野賀津子, 石垣靖人,（以下、共同研究者：古賀智裕）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキ

ャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に

関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究報告書. CD、TAFRO

のエビデンス創出、病態検討：中央病態解析センター設立に向けて. 2019 年 3 月 

4. 井出 眞, （以下、共同研究者：吉崎和幸, 川端 浩, 角田慎一郎, 古賀智裕）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常

を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドライン

の策定に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究報告書. 

CDCN を介する国際研究の参画. 2019 年 3 月 

B-e 
1. Shoji Imamichi, Satoshi Nakamura, Yuka Sasaki, Masashi Itoh, Hiroyuki Okamoto, Hiroshi Igaki, Jun Itami,Mitsuko Masutani. 

Biological and physical evaluation of accelerator-based BNCT system installed in NCC 第 117 回⽇本医学物理学会学術⼤

会：2019 年 4⽉11⽇（⽊）〜14⽇（⽇）横浜市 

2. 早田正和、有働恵美子、古里文吾、福岡順也、益谷美都子、池田裕明 5,7、芦澤和人 がんゲノム診療用 FFPE 検体

の RNA 品質評価における指標としての Qubit RNA IQ の有効性 Availability of Qubit RNA IQ as an indicator in RNA 

quality evaluation of FFPE specimens for cancer genome therapy.第 108 回 日本病理学会 2019 5 月９−11 日、東京 日本

病理学会会誌 (0300-9181)108 巻 1 号 Page441(2019.04) 

3. 有働 恵美子(長崎大学病院 病理), 早田 正和, 益谷 美都子, 池田 裕明, 宮田 康好, 酒井 英樹, 芦澤 和人, 福岡 

順也.古里文吾. 尿道原発悪性黒色腫(Primary malignant melanoma of the ureter) 、第 108 回日本病理学会 東京 日本

病理学会会誌 (0300-9181)108 巻 1 号 Page399(2019.04)  

4. 澤瀬寛典, 小澤栄介, 岩津伸一, 小松直広, 有働恵美子, 古里文吾岩佐悟, 益谷美都子, 中尾一彦 ERCC1 抗体によ

る FOLFIRINOX 療法の治療効果予測 第 50 回日本膵臓学会大会 2019 7 月 12−13 日東京 膵臓 34(3):  A161-A162, 

2019. 

5. 佐々木由香、小野寺貴恵、安藤 博尭、小泉史明、井上謙吾、益谷美都子 PARG 機能阻害条件下における合成致死性

遺伝子の同定と細胞死誘導機序の解析生化学会関東支部例会 2019 年 6 月 22 日 町田市 

6. 井角麻佑、野﨑中成、藤原久子、佐々木由香、小野寺貴恵、益谷美都子 Parp-1 欠損マウスへの azoxymethane 投与

による肝臓での異所性骨および骨髄形成 第 38 回分子病理学研究会 淡路市 2019 年 7 月 19 日（金）～7 月 20 日
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（土） 

7. 鳥谷直紀、今道祥二、Chen, Lichao、 名取 宥哉、佐々木由香、小野寺貴恵、前田祐斗、井原 誠、真田 悠生、中

村哲志、伊丹 純、増永慎一郎、益谷美都子 がん細胞におけるホウ素中性子捕捉反応後の早期の遺伝子発現変動の

解析第 16 回日本中性子捕捉療法学会学術大会 2019 年 9 月 7-8 日 宇治市 

8. 井垣浩、中村哲志、今道祥二、中村勝、上原幸樹、柏原大朗、西岡史絵、飯島康太郎、伍賀友紀、今堀良夫、勝田

昭一、岡本裕之、阿部容久、益谷美都子、伊丹純 固体リチウムターゲットによる加速器と BPA を用いた皮膚悪性

黒色腫・血管肉腫に対するホウ素中性子捕捉療法の治験 第 16 回日本中性子捕捉療法学会学術大会 2019 年 9 月 7-8

日 宇治市 

9. Shoji Imamichi, Yuka Sasaki, Makoto Ihara, Takae Onodera, Chen Lichao,  Satoshi Nakamura, Hiroyuki Okamoto, Yoshio 

Imahori, Jun Itami, Mitsuko Masutani. Biological evaluation of the BNCT system in National Cancer Center Hospital using 

cells and mice 第 16 回日本中性子捕捉療法学会学術大会 2019 年 9 月 7-8 日 宇治市 

10. Lichao Chen, Shoji Imamichi, Takae Onodera, Yuka Sasaki, Makoto Ihara, Yu Sanada, Satoshi Nakamura, Jun Itami, 

Shinichiro Masunaga, Mitsuko Masutani. The roles of GM-CSF in the response of cancer cells after BNCT第 16回日本中性子

捕捉療法学会学術大会 2019 年 9 月 7-8 日 宇治市 

11. 益谷 美都子 佐々木由香, 井角 麻佑, 小野寺 貴恵ポリ(ADP-リボース)合成酵素(PARP1)の温度依存性と高温耐性・

高活性化の検討日本生化学会大会プログラム・講演要旨集 92 回 Page [3P-102](2019.09) 京都市 

12. 藤原久子, 野崎中成, 井角 麻佑, 下田 信治, 濱田 良樹, 益谷 美都子.  Parp-1-/-老化マウスにおける切歯の異形成

について Journal of Oral Biosciences Supplement (2187-2333)2019 巻 Page173(2019.10)  

13. 大石 敬之,佐々木 由香, 古里 文吾, 岩佐 悟, 中尾 一彦, 山田 康秀, 平岡 伸介, 益谷 美都子シスプラチン耐性の

バイオマーカー候補 ERCC1 の過剰発現の検出のためのモノクローナル抗体の評価(Evaluation of monoclonal antibody 

to detect ERCC1 overexpression, a possible biomarker for cisplatin resistance) 日本癌学会総会記事 (0546-0476)78 回 Page 

P-3376(2019.09) 

14. 佐々木由香, 小野寺 貴恵, 高村 岳樹, 井上 謙吾, 下山 達, 小泉 史朗, 益谷 美都子 細胞内に PAR 集積を誘導す

る新規化合物 MO2455 のがん細胞における影響 (The impact of a novel compound MO2455 that induces accumulation of 

poly(ADP-ribose) in cancer cells)(英語) 第 78 回日本癌学会学術総会 2019 年 9 月 26 日（木）～28 日（土）京都市 日

本癌学会総会記事 (0546-0476)78 回 Page P-2367(2019.09) 

15. 今道祥二, 佐々木 由香, 小野寺 貴恵, 益谷 美都子 国立がん研究センターに導入された加速器由来 BNCT システ

ムの生物学的評価 (Biological evaluation of accelerator-based BNCT system in National Cancer Center)  第 78 回日本癌

学会学術総会 2019 年 9 月 26 日（木）～28 日（土）京都市 日本癌学会総会記事 (0546-0476)78 回 Page E-2020(2019.09) 

16. Mitsuko Masutani, Tomonori Araki, Yuka Sasaki, Takae Onodera, Shintaro Ookawa, Kazuhiko Nakao, Yasufumi Murakami  

Hiroaki Fujimori.  PARP1 の転写制御における機能 Function of PARP1 in transcriptional regulation. 第 42 回 日本分子

生物学会年会 2AW-07-6 福岡市 

17. 佐々木由香，小野寺貴恵，松野研司，高村岳樹，井上謙吾，下山達，小泉史朗，益谷美都子. がん細胞内にポリ（ADP-

リボース）の集積を誘導する新規化合物 MO2455 による細胞死誘導機序の解析 Analysis of cell death mechanism by 

MO2455 treatment, a novel compound that induces intracellular accumulation of poly (ADP-ribose), in cancer cells.  第42回 

日本分子生物学会年会 1P-0514 福岡市 

18. 小野寺貴恵，佐々木由香，小泉史朗，松野研司，高村岳樹，下山達，井上謙吾，益谷美都子 PAR 集積を起こす MO2455

による B cell receptor-NFAT 活性化阻害 Inhibition of B cell receptor-directed NFAT activation by MO2455 causing PAR 

accumulation. 第 42 回 日本分子生物学会年会 2AW-07-1(2P-0243) 福岡市 
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論文研究業績集計表  
 
論文数一覧 

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2019 50 1 1 0 6 58 50 0 19 0 4 18 41 99 

 

学会発表数一覧 

 A-a 
A-b 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

A-b 

学会 
合計 B-a 

B-a 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

B-b 

学会 
合計 総計 

2019 21 3 25 49 20 4 30 54 103 

 

論文総数に係る教員生産係数一覧 

  

 欧文論文総数  

論文総数 

教員生産係数 

（欧文論文） 

 SCI掲載論文数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論文） 

2019 0.586 9.667 0.862 8.333 

 

Impact factor 値一覧 

  Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor 

2019 154.269 25.712 3.085 

 


